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JR西労組 発足から30年！！JR西労組 発足から30年！！

西日本旅客鉃道労働組合［JR西労組］

　1991年12月6日に発足した西日本旅客鉃道労働組合［JR西労組］は、昨年の2021年12月に
結成30周年を迎えました。
　30年間、これまでJR西労組運動を作りあげていただいた諸先輩方や、運動を支えて下さった
組合員、ご家族はじめ、全ての皆様に心から感謝いたします。
　これからもJR西労組は組合員に寄り添った、責任ある運動を進めてまいります。
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 執行部一同

三日月知事より「滋賀県における交通政策について」の講義を受ける 

委員会の前段では、2024年より上下分離方式となる
近江鉄道を視察した

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
の
J
R
西
労
組
・
田
中

部
長
が
J
R
西
労
組
の
現
状
を
報
告

参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

川 柳  ［ 変異せよ　コロナに打ち克つ　組合に ］　福知山地方本部・豊岡列車区分会

　

後
藤
総
合
車
両
所
分
会
は
米｠

子
地
本
内
の
米
子
支
部
に
所
属

し
、
組
合
員
は
2
0

2
1
年
11
月
1
日
時

点
で
1
9
8
人
所
属

し
て
お
り
、米
子
地
本

内
で
は
、組
合
員
が
1

番
多
い
分
会
で
す
。

　

後
藤
総
合
車
両
所

で
は
、
電
車・気
動
車・

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
・

客
車
・
貨
車
の
定
期
検

査
の
他
に
、J
R
他
社

の
定
期
検
査
及
び

J
R
西
日
本
管
内
の
全
て
の
機

関
・
変
速
機
の
検
修
と
い
っ
た
多

種
多
様
な

業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回

実
施
し
て
い

る
執
行
委
員

会
で
、動
員

実
施
報
告
・

今
後
の
活
動

予
定・共
済・

情
宣
・
安
全

衛
生
委
員
会

の
内
容
等
に

つ
い
て
情
報

共
有
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
中

国
労
働
金
庫

の
担
当
の
方
に
も
執
行

委
員
会
に
出
席
い
た

だ
き
、ロ
ー
ン
返
済
や

資
金
計
画
の
見
直
し

と
い
っ
た
プ
ラ
ン
紹
介

を
し
、全
組
合
員
に
展

開
を
す
る
こ
と
で
、生

活
へ
の
不
安
か
ら
の
離

職
や
組
合
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を
防
ぐ
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
1
日
付
で
11
名
、
10
月

1
日
付
で
2
名
の
計
13
名
の
組

合
員
が
部
外
に
出
向
し
て
い
ま

す
。
出
向
さ
れ

る
前
に
地
本
と

分
会
で
激
励
会

を
実
施
し
、
出

向
先
で
の
不
安

な
こ
と
等
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に

地
本
や
分
会
に

連
絡
す
る
よ
う

フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
築
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
出
向

後
は
出
向
先
で

の
労
働
内
容
や

職
場
環
境
等
で
困
っ
て
い
る
事

が
な
い
か
定
期
的
に
連
絡
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、会

社
の
変
化
・
変
容
（
車
両
系
統

の
業
務
体
制
の
見
直
し
等
）
が

進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
そ
の
全

て
が
組
合
員
に
と
っ
て
将
来
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
、
後
藤
総
合
車
両
所
分

会
で
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
! !

　
　
　
　
　

  

〈
米
子
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、
12

月
４
日（
土
）に
第
1

回
交
通
政
策（
政
策
・

調
査
）委
員
会
を
開

催
し
、中
央
本
部
な

ら
び
に
J
R
連
合
か

ら
来
賓
と
各
地
方
本

部
の
交
通
政
策
担
当

役
員
総
勢
28
名
が
参

加
し
た
。

　

委
員
会
の
前
段
、

2
0
2
4
年
か
ら
公

有
民
営
方
式
（
上
下

分
離
方
式
）と
な
る
近

江
鉄
道（
彦
根
〜
近

江
八
幡
）を
視
察
し
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
鉄
道
の
現
状
に
つ
い

て
見
聞
を
深
め
た
。

　

委
員
会
で
は
、
川

端
政
策
部
長
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
移
動
の
制

限
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い

る
J
R
連
合
、
航
空
連
合
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
３
産
別
が
連

帯
し
、政
党
や
省
庁
に
対
し
行
っ

て
い
る
要
請
行
動
や
J
R
西
労

組
が
調
査
し

た
各
社
・
各

支
社
の
法
定

協
議
会
へ
の

参
画
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　

議
事
で
は
、
今
年
度
の

方
針
と
し
て
、
引
き
続
き
、

沿
線
自
治
体
と
の
懇
談
活
動

を
継
続
実
施
す
る
こ
と
や
、

中
計
の
見
直
し
に
示
さ
れ
た

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
係
る
諸

問
題
に
つ
い
て
関
係
地
本
等

と
連
携
し
、組
合
員
の
不
安
を

解
消
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
J
R
西
労
組
青
年

女
性
委
員
長
出
身
の
三
日
月
大

造
滋
賀
県
知
事
を
お
招
き
し
、

「
滋
賀
県
に
お
け
る
交
通
政
策

に
つ
い
て
」と
題
し
、J
R
西
日

本
と
結
ん
だ
包
括
的
連
携
協
定

の
取
組
み
や
、
近
江
鉄
道
の
今

後
に
つ
い
て
、
協
議
を
重
ね
全

線
存
続
さ
せ
る
た
め
に
上
下
分

離
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
た
。
最
後
に
、
三
日
月
知

事
は
、
J
R
西
労
組
で
の
活
動

が
、
課
題
解
決
や
現
状
を
変
え

た
い
と
い
う
知
事
と
し
て
の
行

動
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

J
R
西
労
組
は
、
今
後
の
公

共
交
通
の
中
長
期
的
な
あ
る
べ

き
姿
・
方
向
性
に
つ
い
て
、
三

日
月
知
事
の
講
義
な
ら
び
に
近

江
鉄
道
の
視
察
を
踏
ま
え
、
実

行
可
能
な
政
策
提
言
を
策
定
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

　

12
月
５
日（
日
）、J
R
九
州
労

組
主
催
の
女
性
役
員
セ
ミ
ナ
ー

が
J
R
九
州
労
組
本
部
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
、
J
R
西
労
組

か
ら
は
中
央
本
部
2
名
、福
岡

地
本
5
名
の
計
7
名
が
参
加
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ま
ず
、労
働

組
合
の
専
従
役
員
を
経
験
さ
れ

た
後
、福
岡
市
議
と
な
っ
た
近
藤

さ
と
み
議
員
か
ら「
女
性
の
声
が

政
治
を
変
え
る
！
」と
題
し
た

特
別
講
義
が
あ
り
、

議
会
活
動
に
つ
い
て
の

紹
介
と
と
も
に
、労
働

組
合
で
取
り
組
ん
だ

企
画
提
案
運
動
が
市

議
の
現
在
の
活
動
に

活
か
さ
れ
て
い
る
と
の

話
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
J
R

九
州
労
組
の
女
性

活
躍
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
紹
介
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
中
央
本
部
の
田

中
部
長
か
ら
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
現
状
や
課
題
を

紹
介
し
た
後
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。「
労

働
組
合
の
問
題
点
は
」「
女

性
役
員
を
増
や
す
に
は
」を

テ
ー
マ
に
議
論
し
、「
組
合

活
動
に
無
関
心
、
知
ら
な
い

人
が
多
い
」「
参
加
す
る
人

が
偏
っ
て
い
る
」
等
の
問
題
点

が
挙
げ
ら
れ
、「
組
合
活
動
に

良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
」

「
活
動
内
容
を
し
っ
か
り
説
明

し
理
解
を
持
っ
て
も
ら
う
」等
、

女
性
役
員
の
仲
間
を
増
や
す
た

め
に
、
自
分
た
ち
で
始
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

最
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、「
J
R
九
州
労
組
、J
R

西
労
組
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
聞
く

事
が
出
来
、勉
強
に
な
っ
た
」、

「
今
後
の
労
働
運
動
の
参
考
に

な
っ
た
」等
の
声
が
あ
り
、多
く
の

学
び
を
得
ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。

　

今
後
も
、J
R
グ
ル
ー
プ
で
働

く
女
性
組
合
員
と
の
交
流
を
行

い
、男
女
皆
が
イ
キ
イ
キ
と
働
け

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

西
バ
ス
地
本
執
行
委

員
の
東
谷
で
す
。

　

私
に
は
息
子
が
２
人
い
ま
す
。

長
男
が
小
学
生
に
な
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、当
時
小
１
の
壁
に
直
面

し
退
職
す
る
こ
と
を
選
択
し
ま

し
た
。

　

5
年
間
は
他
社
で
派
遣
社

員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た

が
、西
バ
ス
会
社
で
復
職
制

度
と
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
が
制
度

化
さ
れ
る
の
を
機
に
復
職

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
本
社
の
営
業
統

括
部
に
て
、販
売
促
進
の

業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。

　

自
身
の
経
験
を
活
動
に

生
か
し
、西
バ
ス
地
本
初
の
女
性

執
行
委
員
と
し
て
、女
性
に
と
っ

て
も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
は
福
岡
地
本
の
緒
方
さ
ん

に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部 

執
行
委
員
　

東
谷
亜
希
子

お知らせ

1月1日号より、文化・文芸コ
ンクール川柳・標語部門の
応募作品を、欄外に掲載致
します。

今
後
の
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　 

実
行
可
能
な
提
言
を
し
て
い
く

 

未
来
を
見
据
え

　
　
労
働
運
動
を
着
実
に
進
め
る

Vol.19

女
性
に
理
解
さ
れ

　
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
組
合
へ 

J
R
九
州
労
組

女
性
役
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

第
1
回 

交
通
政
策（
政
策・調
査
）委
員
会
開
催

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.288米子地本 米子支部

     後藤総合車両所分会


